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原料植物 Rzα  πθ,05πsι宅 (Burk.)F.H.Chen

(別名 :P ρSι%あ電勿Sιηg Wall.var.π θわζηsιη

(Burk.)HoO et Tseng,P"π働グHOo)〔Family

Araliaceac, ゥコギ科〕

P Aι%ゐ―ノ郷θ4g Wall(薬用人参の異名でもあ

る)。 時には原料 としてあげられる.そ のため中国

名を示さずに英語で薬草組成表示した場合にいっそ

うの混乱をもたらしている.

英文別名 "π94彰ηθカググ鶴″感 ″協σち滋πθみら

s力ι%"π gあ 彦απ ttπ 9あ π%S力ιπ ttπ 9グ

和文別名 三七,人参三七,参三七,田三七,日

漆            ・

概 要

多年草,30～ 60 Cmの 高さで,紡錘型で肉質の主

根をもつ。中国南部に分布,現在は雲南,広西,広
東,江西,湖北の各省の特に標高 800～ 1000mの

間で栽培されている。

使用部位は 3～ 4年草の開花前あるいは果実が熟

した後に採取した塊根で,春収穫品が品質も良 く望

ましい。根頭,側生根,細根,砂や泥を取 り除き,

根を1日 天 日干 しした後,軽 く手揉みして再び日に

千す.こ の工程を繰 り返し,根が完全に乾燥硬化 し

たらロウ数個 と一緒に容器に入れて表面がつややか

な暗褐色になるまで前後に揺す る(Ma).雲南省 ,

広東省,広西省がおもな産地 .

成分組成

田七はサポニン配糖体 を 4_42～ 12%(Wallg)1～め
,

デンシチン (β
―Ⅳ―オキザロ L― α,β―ジア ミノプロ

ピオン酸)な どのア ミノ酸,精油,フ ラボノイ ド,

フィ トステロール (β
―シトステロール,スチグマス

テロール,ダウコステロールなど),多糖類 (サ ンチ

ナンAと ぃう名のアラビノガラクタン)。,微量の

無機質,そ の他を含有 している(Hu,Wang)1)。

サポニン配糖体は,ヤ クヨウニンジン (ダンマラ
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ン系)と 同様で,ジ ンセノシ ドRbl,Rd,Rc,Rgl,

R′,R.1を 卓越量で存在するRblゃ Rglと ともに含

んでお り,ノ トジンセノシ ドRl,R2,R3,R4,R6

を少量,ギペノシドXVⅡ を微量含有 している。こ

れまでに同定されたサポニゲンは 20(S)プ ロトパ

ナキサジオール と20(S)プロ トパナキサ トリオー

ルである.オ レアノール酸は存在せず, したがって

ジンセ ノシ ドROは 存在 しない (薬用人参の項参

照)1～
D.生のものと処理をした田七人参のサポニン

配糖体含量は同程度で,それ以外には処理品でのモ

ノデスモシド(ジ ンセノシ ドRg2,Rg3と ノトジンセ

ノシ ドR2)の増加 と,ビデスモシ ド(ジ ンセノシ ド

Rbl,Rd,Rc,Rglと ノトジンセノシ ドRl,R4)の

減少がみられる動。また,生の田七人参に比べ る

と,水蒸気処理 したものは総エキス トラクト量とサ

ポニン配糖体量が増加 しており,揚げたものでは両

方とも減少 したの
.

薬効,生理活性

田七人参は幅広い生理作用を有 し,血液,心臓血

管,免疫調節,抗炎症,神経系への作用 (中枢への

刺激,パナキサ トリオールサポニンによる),消化

器系 (ラ ットでの抗潰瘍性),代謝系および内分泌系

への作用などがある7～

".

田七は止血剤 としての伝統用法がよく知 られてお

り,近年の研究では実験動物の止血作用に加えて凝

固時間を短 くすること(デ ンシチンが作用成分)が

実証され,こ の用法の正当性が証明されたつ。一方

で,田七は他の条件下で抗凝固性 と抗血小板凝集性

も示 している。総サポニンは生体外で溶血作用を有

するが,サ ポニン中い くつかの ものは特定の動物

(モ ルモットとサル)の赤血球のみを溶かし,他の動

物 (ウ サギ,ヒ ツジ,ハ ト)に つ いては作用 しな

かった (Wang).田七は高脂血低下 と高脂血作用 を

併せ もち,最近の研究で生田七には高脂血低下作用

があり,処理 したものは高脂血作用を有することが

わかっているの.ウサギヘの総サポニンの経口投与

は大動脈アテローマ硬化症斑形成を阻害した.ラ ッ

トヘの経口投与は頸動脈中のプロスタサイクリン量

を増加させ,血小板中の トロンボキサンA量 を減

少させた10.

田七に関する心臓血管研究のほとんどは,中国で

総サポニンを用いて行われてきた.そ の作用として

は,マウス, ラッ ト, ウサギでの抗不整脈作用, こ

れ には,パナ キサ トリオァルサ ポニ ンが最 も有

効
11'la:実

験動物での血管拡張作用および血圧降下

作用
13～ lD:ゥ

サギでの実験的出血性ショックに対す

る防御作用“
):ラ ットでの実験的心筋障害か らの保

護作用,こ れは脂質の過酸化抑制 とスーパーオキシ

ドジスムターゼ作用の低下防止による.ジ ンセノシ

ドR。1と Rglが最 も効果的に作用
lη

:カ ル シウム

チャンネルの選択的阻害
1° :冠状動脈の血流量の増

加,冠状動脈の抵抗および末梢動脈抵抗の減少,そ

の他がある (Wang)10。

田七煎 じ液は,ナチュラルキラー細胞,マ クロフ

ァージ,血小板形成細胞の働 きを刺激 し,一方未精

製多糖類はマウスのマクロファージ,血小板形成細

胞のみの作用 を刺激 した
19.マ

ウスの炭素清掃率試

験によれば,サ ンチナ ン A(多糖類の 1つ )は 細網

内皮系活性作用を有する°
.

田七の総サポニンと細根か らの総サポニンはすべ

て,い くつかの実験系で強い抗炎症性 を示 し,細根

サポニン (100 mg)は クロ トン種子油で誘発 したマ

ウスの耳浮腫に対 しコルチゾン (50 mg)ょ りも効果

的であった (1.74± 0.41 vS 5.54± 0.83 mg,コ ン ト

ロール 9.35± 0.7211■g)20,2).

ラットヘの田七粉末経 口投与は過酸化脂質形成 を

著 しく低下 させ,脳組織中のスーパーオキシ ドジス

ム ターゼ活性 を大幅 に増加 したが,他の組織 (心

臓,肝臓,肺)では起 こらなかった
20.

田七サポニ ン (腹腔 内)は ラッ トにおいて副腎の

アスコルビン酸を著 しく減少 し,モルモッ トでは血

漿 コルチコステロイ ドを増加
20,ま た細根の総サポ

ニンはマウスの血漿 コルチコステロンを大幅に増加

した21)。

細根の総サポニンはマウスの成育を増進 し,ラ ッ

トではアン ドロゲン作用 を有することが示されてい

る
21).

田七粉末の経回毒性は低 く,マ ウスヘの 15g/kg

の胃経由の摂取は何の致命的影響を与えず,組織検

査 (心臓,肝臓,腎臓,膊臓,胃 腸)に 何の異常 も

みられなかったつ
.

利用法

医薬,香粧品  粉末とエキストラクトは,お も

にアジアで,血管拡張作用と黒ずみ除去作用のため



に伝統的にシャンプーやスキンケア製品 (例 えば ,

ニ キ ビ用 ク リームや ローション)に 使 用 され る

(zhou)24)。

健康食品ル 一ヽプティー  粉末は強壮薬処方に,

通常は錠剤またはカプセルにして用いられる.

伝統医薬  李時珍の『本草綱 目』(1590年頃)に

初めて記され,田七は,性味は甘,やや苦 と温で,

うっ血分散 L,止血性,抗腫脹性,鎮痛性を有する

と伝統的に考えられている。さまざまな種類の出血

(例 えば,喀血,吐血,鼻血,血便,子宮出血),出

血 と痛みを伴 う外傷,胸部や腹部の刺すような痛

み,冠状動脈性心臓病,その他の症状に用いられる

(CHP,JiangSu,恥
rang).

最 もよく知 られた用法は雲南自薬の主成分として

で,第二次大戦中,中国,米両国の空軍兵 (ザ・フ

ライング・タイガース,the Flying Tigers)が 損傷,

切 り傷による出血を止めるため携帯 していた.

流通形態

原料には 20以上の等級があり,最上級品は重さ

があ り,硬 く3～ 6Cmの長 さ,灰褐色あるいは灰

緑色の裂け目がある。粉末原料は,根頭,側生根 ,

細根あるいは伝統的に低級品と考えられているもの

から生産する。

使用基準  米国での規制は決められていない.
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